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概 要  

早 産 児 に お い て own mother’s milk (OMM) に よ る 栄 養 管

理 は 栄 養 学 的 の み な ら ず 、 感 染 予 防 、 神 経 学

的 予 後 の 改 善 、 良 好 な 母 子 関 係 の 確 立 の た め

に 重 要 で あ る が 、 生 後 早 期 か ら の OMM 分 泌 は

十 分 得 ら れ な い こ と が 多 い 。 そ こ で 当 院 で の

早 産 児 管 理 に お い て 早 期 母 乳 分 泌 に 影 響 す る

因 子 を 検 討 し た 。 生 後 １ ヶ 月 間 の OMM に よ る

母 乳 摂 取 率 が 85% 以 上 で あ っ た 児 の 方 が 有 意 に

母 の 年 齢 が 若 く 、 授 乳 開 始 時 間 が 早 く 、 母 親

に よ る 母 乳 注 入 を し て い る 頻 度 が 高 か っ た 。

ま た 母 親 が 母 乳 注 入 し て い た 群 の 方 が 有 意 に

面 会 回 数 が 多 く 、 母 乳 摂 取 率 が 高 か っ た 。 多

変 量 解 析 で は 生 後 １ ヶ 月 間 の 母 乳 摂 取 率 に 与

え る 因 子 は 母 親 に よ る 母 乳 注 入 と 短 い 在 胎 期

間 が 関 係 し て い た 。 母 親 が 母 乳 注 入 を 介 し て

面 会 回 数 が 増 加 し 、 児 へ の 関 わ り が 増 し た こ

と が 母 乳 分 泌 に 好 影 響 を 与 え た と 考 え ら れ

た 。  
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緒 言  

母 乳 栄 養 は 正 期 産 児 よ り 早 産 児 の 方 が 神 経 学

的 予 後 の 改 善 、 感 染 率 の 低 下 な ど の 点 で そ の

有 効 性 が 示 さ れ て い る 1)-3) 。 特 に 早 産 児 の own 

mother’s milk (OMM) は 正 期 産 児 よ り タ ン パ ク 質 や 脂

肪 な ど の 栄 養 価 が 高 く 4) 、 OMM に よ る 管 理 は

早 産 児 の そ の 後 の 発 育 発 達 予 後 に 影 響 を 与 え

る 1) 。 さ ら に 早 産 は 早 期 か ら の 母 子 分 離 、 児

の 病 態 や 不 明 瞭 な 予 後 へ の 不 安 、 短 い 妊 娠 期

間 な ど の 理 由 か ら 母 子 関 係 を 保 ち に く い と 言

わ れ る 。 こ の 点 に お い て も 良 好 な 母 子 関 係 を

確 立 し や す い 母 乳 哺 育 は 最 良 な 手 段 と 言 え る

5) 。 こ れ ら を 考 え る と 、 早 産 児 ほ ど OMM に よ

る 母 乳 哺 育 が 重 要 で あ る こ と は 明 ら か で あ

る 。 ま た 近 年 早 産 児 の 超 早 期 授 乳 の 有 効 性 が

示 さ れ 6) 、 よ り 早 期 か ら の 母 乳 の 供 給 が 必 要

と さ れ て き て い る 。 し か し 反 面 、 早 産 児 を 出

産 し た 母 親 か ら は 直 接 授 乳 が で き な い 、 病 児

を 産 ん だ 精 神 的 シ ョ ッ ク な ど の 特 殊 な 状 況 ゆ

え に 早 期 か ら 母 乳 分 泌 が 十 分 に 得 ら れ な い こ
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と が 多 い 7) 。 特 に 生 後 早 期 は 児 に と っ て 十 分

な 量 が 得 ら れ な い こ と を 多 く 経 験 す る 。 そ の

た め 多 く の 施 設 で も ら い 母 乳 を し て い る の が

現 状 で あ る 8) 。 し か し ど れ だ け 感 染 の チ ェ ッ

ク を さ れ た 母 乳 で も 、 母 親 に よ っ て は も ら い

母 乳 に 対 す る 抵 抗 感 を 拭 い き れ な い 場 合 も あ

り 得 る 。 そ の た め に も 早 期 か ら の OMM 分 泌 が

望 ま れ る 。 早 産 児 の 母 親 の 母 乳 分 泌 に 必 要 な

こ と は 成 熟 児 同 様 、 早 期 か ら の 頻 回 な 乳 房 刺

激 や 搾 乳 9)10)11)12)13) に 加 え 、 精 神 的 シ ョ ッ ク へ の サ

ポ ー ト が 重 要 と な る 5)12)14) 。  

当 院 で は 以 上 の こ と を ふ ま え 早 産 児 の 栄 養 管

理 は OMM を 基 本 と し 、 そ の 早 期 供 給 の た め の

取 り 組 み を 行 っ て い る 。 そ の た め 生 後 １ ヶ 月

間 は ほ と ん ど の 症 例 で OMM の み で の 栄 養 管 理

が で き て い る 。 そ こ で 当 院 に お け る 管 理 に お

い て 早 産 児 の 母 親 の 母 乳 分 泌 に 与 え る 因 子 を

検 討 し た 。  

 

対 象 ・ 方 法  
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2002 年 4 月 か ら 2003 年 8 月 ま で に 当 院 NICU に

入 院 し た 低 出 生 体 重 児 の う ち 消 化 管 穿 孔 例 、

外 科 疾 患 、 先 天 代 謝 異 常 、 先 天 奇 形 を 除 き 注

入 栄 養 を 併 用 し た 児 41 名 で OMM に よ る 生 後 1

か 月 間 の 母 乳 摂 取 率 ( 母 乳 摂 取 量 ／ 母 乳 + 人

工 乳 摂 取 量 ) を 算 出 で き た 40 名 を 対 象 と し

た 。   

今 回 は 各 母 親 の 正 確 な 全 母 乳 分 泌 量 は 算 出 し

て い な い た め 、 児 の 生 後 １ ヶ 月 間 に お け る

OMM に よ る 母 乳 摂 取 率 を 母 乳 分 泌 量 に 代 用 し

て 以 下 の 方 法 で 検 討 し た 。  

１ ） 生 後 １ ヶ 月 間 の 母 乳 摂 取 率 が 85% 以 上 の 児

と そ う で な か っ た 児 の 背 景 を 比 較 し た 。  

２ ） 超 低 出 生 体 重 児 を 除 い た 33 例 で 上 記 １ ）

と 同 様 に 検 討 し た 。  

３ ） さ ら に 母 親 に よ る 母 乳 注 入 の 有 無 に よ る

違 い を 比 較 し た 。  

４ ） 多 変 量 解 析 を 用 い て 生 後 1 か 月 間 の 母 乳

摂 取 率 >=85% に 関 係 す る 因 子 を 検 討 し た 。  

統 計 学 的 検 討 は 、 二 群 間 の 比 較 に は student-T 検
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定 、 Mann-Whitney U 検 定 、 カ イ 二 乗 検 定 を 、 多 変

量 解 析 に は ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 用 い

た 。 い ず れ も p<0.05 で 有 意 差 あ り と し た 。  

 

当 院 で の OMM 早 期 分 泌 の 為 の 基 本 方 針  

1) 入 院 時 も し く は 出 産 前 に 御 両 親 に 母 乳 の 重

要 性 を お 話 し す る 。  

2) 産 科 病 棟 ス タ ッ フ と 連 携 し 、 生 後 早 期 か ら

乳 房 マ ッ サ ー ジ 、 搾 乳 を は じ め る 。  

3) 院 外 出 生 児 は 可 能 な 限 り 母 親 も 当 院 に 転 院

さ せ 母 子 分 離 を 避 け る 。  

4) 超 早 期 授 乳 を 心 掛 け 、 母 乳 が 数 滴 で も 出 れ

ば 、 そ れ を す ぐ に 児 に 与 え る 。 少 量 の 場 合 は

口 腔 内 滴 下 す る 。  

5) 初 回 授 乳 は 原 則 と し て 母 親 が 行 う 。  

6) で き る だ け 児 に 授 乳 し て い る と い う 感 覚 を

与 え る た め 、 そ の 後 の 注 入 も 原 則 と し て 母 親

が 行 う 。  

7) 直 接 授 乳 が 可 能 で あ れ ば 行 う 。  

8) カ ン ガ ル ー ケ ア ー （ 32 週 以 降 ） に よ る 母 子
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の 積 極 的 な 接 触 。  

9) ２ ４ 時 間 面 会 に よ る 母 子 分 離 の 緩 和 。  

10)   母 親 の 精 神 的 ス ト レ ス を 悪 化 さ せ な い 様

に 決 し て 上 記 の 無 理 強 い は し な い 。  

 

結 果  

生 後 1 ヶ 月 間 の OMM に よ る 母 乳 摂 取 率 が 85% 前

後 で 二 群 に 分 け て 検 討 し た （ 表 １ ） 。 生 後 １

ヶ 月 間 の 母 乳 摂 取 率 が 85% 以 上 の 児 は 26 名 、 85%

以 下 の 児 は 14 名 で あ っ た 。 母 の 年 齢 、 授 乳 開

始 時 間 、 母 親 に よ る 母 乳 注 入 の 有 無 で 有 意 差

を 認 め た が 、 85% 以 上 群 で 超 低 出 生 体 重 児 が

7/26 例 に 対 し 、 85% 未 満 群 で は 0/14 例 と 背 景 に

偏 り が あ っ た 。 そ こ で 超 低 出 生 体 重 児 を 除 い

て 同 様 に 検 討 し た （ 表 ２ ） 。 生 後 １ ヶ 月 間 の

母 乳 摂 取 率 が 85% 以 上 の 児 は 19 名 、 85% 以 下 の 児

は 14 名 で 、 在 胎 期 間 、 出 生 体 重 に 差 は 認 め な

い も 、 や は り 母 の 年 齢 、 授 乳 開 始 時 間 、 母 親

に よ る 母 乳 注 入 の 有 無 に 有 意 差 を 認 め 、 生 後

１ ヶ 月 間 の 面 会 回 数 も 母 乳 摂 取 率 が 高 い 群 に
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多 い 傾 向 を 認 め た 。 ま た 生 後 １ ヶ 月 間 の 母 乳

摂 取 率 が 高 い 方 が 退 院 時 の 完 全 母 乳 栄 養 児 が

有 意 に 多 か っ た 。  

次 に 、 有 意 差 の あ っ た 母 親 に よ る 母 乳 注 入 の

有 無 に よ る 影 響 を 比 較 し た （ 表 ３ ） 。 母 親 に

よ る 注 入 群 の 方 が 有 意 に 授 乳 開 始 時 間 が 早

く 、 面 会 回 数 が 多 く 、 母 乳 摂 取 率 が 高 か っ

た 。  

さ ら に 交 絡 因 子 を 除 く た め 、 全 症 例 を 対 象 に

生 後 １ ヶ 月 間 の 母 乳 摂 取 率 を 目 的 変 数 と し 、

説 明 変 数 を 母 親 に よ る 母 乳 注 入 の 有 無 、 在 胎

期 間 、 経 産 で あ る こ と 、 母 親 の 年 齢 、 帝 王 切

開 の 有 無 で 多 変 量 解 析 を 行 っ た （ 表 ４ ） 。 母

親 に よ る 母 乳 注 入 （ オ ッ ズ 比 71.03 、 95% 信 頼 区

間 3.15 – 1602.48 、 p=0.007 ） と 短 い 在 胎 期 間 ( オ ッ ズ

比 0.9 、 95% 信 頼 区 間 0.84 – 0.99 、 p=0.03) が 生 後 １ ヶ 月

間 の 母 乳 摂 取 率 >=85% に 有 意 に 関 係 し て い た 。

な お 授 乳 開 始 時 間 と 面 会 回 数 は 母 親 に よ る 母

乳 注 入 と 強 い 関 係 を 認 め た た め 説 明 変 数 か ら

除 外 し て 検 討 し た 。  
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考 察  

直 接 授 乳 が で き な い 早 産 児 の 母 乳 確 保 に は 1)

早 期 か ら の 頻 回 搾 乳 9)10)11)12)13) と 2) 母 親 へ の 精 神 的

サ ポ ー ト が 重 要 7)12)14) と さ れ る 。 Hopkinson ら 11) は

搾 乳 開 始 日 齢 が 早 い 方 が 母 乳 分 泌 が 多 く 、 そ

の 後 も １ 日 ５ 回 以 上 、 １ ０ ０ 分 以 上 の 搾 乳 が

良 好 な 母 乳 分 泌 に つ な が る と 報 告 し て い る 。

Delvoye ら 13) は １ 日 ６ 回 以 上 の 搾 乳 は 母 乳 分 泌 に

重 要 な プ ロ ラ ク チ ン の 基 礎 分 泌 量 を 安 定 さ せ

る と 報 告 し て い る 。 今 回 の 検 討 で 、 早 産 児 へ

の 早 期 OMM 分 泌 に は 母 親 に よ る 母 乳 注 入 が 有

効 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 母 親 に 児 に 注 入 す

る と い う 楽 し み を 与 え る こ と で 搾 乳 意 欲 の き

っ か け と な り 結 果 と し て 頻 回 搾 乳 に つ な が っ

た と 考 え る 。 実 際 に ほ と ん ど の 母 親 は 強 制 さ

れ る こ と な く 自 主 的 に 児 の 注 入 毎 に 来 棟 さ

れ 、 母 親 が 産 科 入 院 中 は 夜 間 数 回 の 注 入 以 外

は す べ て 母 親 が 注 入 す る こ と が 多 か っ た 。  

ま た 当 院 で は 母 親 に よ る 母 乳 注 入 の 導 入 と 同
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時 期 に 早 産 児 に 対 す る 早 期 授 乳 も 導 入 し て い

る 。 母 親 注 入 群 の 方 が 授 乳 開 始 時 間 が 早 か っ

た こ と は こ の た め と 考 え ら れ る 。 し か し こ れ

が 結 果 と し て 分 娩 後 早 期 か ら の 搾 乳 に つ な が

り 、 母 親 に よ る 母 乳 注 入 と 相 ま っ て 早 期 か ら

の 頻 回 搾 乳 を 実 現 し 良 好 な 母 乳 分 泌 を 得 る こ

と が で き た と 考 え ら れ た （ 図 ） 。 一 方 で 経 産

婦 に 生 後 １ ヶ 月 間 の 母 乳 摂 取 率 が 低 い 傾 向 が

見 ら れ た 。 こ れ は 搾 乳 を 中 心 と し た 母 乳 確 保

の 場 合 、 兄 姉 が い る こ と で 自 宅 で の 十 分 な 搾

乳 時 間 や 児 へ の 面 会 時 間 が 制 限 さ れ 、 母 親 が

産 科 退 院 後 は 搾 乳 回 数 が 減 り 結 果 的 に 母 乳 分

泌 低 下 に つ な が っ た と 考 え ら れ た 。  

ま た 、 ス ト レ ス の 程 度 と プ ロ ラ ク チ ン 分 泌 に

は 負 の 相 関 を 認 め る 9) た め 、 も と も と プ ロ ラ

ク チ ン の 基 礎 値 の 低 い 早 産 の 母 親 へ の 精 神 的

サ ポ ー ト は 母 乳 分 泌 に と っ て 非 常 に 重 要 と な

る 12) 。 オ キ シ ト シ ン や プ ロ ラ ク チ ン は 母 親 の

初 期 の 母 性 行 動 に 影 響 し 、 不 安 、 う つ 状 態 の

改 善 な ど ス ト レ ス マ ネ ー ジ メ ン ト に 重 要 な ホ
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ル モ ン で あ る と さ れ る 7) 。 ま た オ キ シ ト シ ン

は 児 の 吸 綴 に よ る 乳 頭 刺 激 以 外 に も 児 を 見 た

り 、 児 に 触 れ た り 、 児 の 泣 き 声 を 聞 い た り と

児 を イ メ ー ジ す る だ け で も 分 泌 が 促 さ れ 12) 、

早 産 に お い て は 母 乳 の 産 生 を 高 め る と 報 告 さ

れ て い る 9)15) 。 当 院 の 方 針 で あ る 「 可 能 な 限 り

母 親 も 児 と と も に 転 院 さ せ る こ と 」 は 母 子 分

離 を 避 け 、 「 母 親 に よ る 母 乳 注 入 」 は 面 会 回

数 を 増 や し 、 児 へ の タ ッ チ ン グ や 声 掛 け な ど

が 増 加 し 、 母 親 の 児 へ の 関 わ り が 増 し た 。 こ

れ は 早 産 児 で あ る 児 を 我 が 子 と し て 認 識 し や

す く オ キ シ ト シ ン の 分 泌 を 促 す こ と が 予 想 さ

れ 母 性 を 引 き 出 す 機 会 に な っ た と 考 え る 。 結

果 と し て 母 乳 分 泌 の み な ら ず 、 そ の 後 の 有 効

な 母 子 関 係 の 確 立 に も 好 影 響 を 与 え る と 考 え

て い る （ 図 ） 。 さ ら に 母 親 の 早 期 か ら の 育 児

参 加 に つ な が り 、 育 児 へ の エ モ ー シ ョ ナ ル サ

ポ ー ト に つ な が っ た と 考 え る 。 Meier12) も 病 児 の

母 親 の 母 乳 分 泌 の 維 持 方 法 の 一 つ に 母 親 の 児

の 栄 養 計 画 へ の 参 加 を あ げ て い る が 、 母 親 に
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よ る 注 入 手 技 は ま さ に 母 親 の 参 加 に つ な が っ

て い る と 考 え る 。  

現 在 Neonatal Research Network で 行 わ れ て い る 「 超 低 出

生 体 重 児 に お け る 超 早 期 授 乳 班 16 」 」 の プ ロ

ト コ ー ル の 様 に 生 後 ２ ４ 時 間 以 内 か ら １ 日 ８

回 授 乳 が で き る ま で の 分 泌 は 得 ら れ な い が 、

経 腸 栄 養 確 立 に は 超 早 期 授 乳 班 と 変 わ り な い

結 果 が 得 ら れ て い る （ 授 乳 開 始 時 間 41.4 ±

16.9 時 間 、 授 乳 量 100ml/kg/ 日 に 達 す る 日 齢 19.4

± 12.1 、 い ず れ も 超 低 出 生 体 重 児 ７ 例 の 平 均

値 ± 標 準 偏 差 ） 。 斉 藤 ら は 上 記 研 究 班 に 属 し

て い る 聖 霊 浜 松 病 院 NICU で の 方 法 に つ い て 報

告 し て お り 、 同 院 は 当 院 と 同 様 OMM の み の 栄

養 管 理 方 法 を 行 っ て お り 、 授 乳 開 始 は や や 遅

れ る も の の 他 施 設 と 比 べ 遜 色 な い 超 早 期 授 乳

管 理 が で き る と 報 告 し て い る 17) 。 超 早 期 授 乳

が OMM の み で 管 理 で き る の で あ れ ば 母 乳 の 利

点 を さ ら に 高 め る こ と に な る 。  

母 乳 哺 育 は 児 が 退 院 後 も 当 然 重 要 と な る が 、

今 回 の 検 討 で は 生 後 １ ヶ 月 間 の 母 乳 摂 取 率 が
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高 い ほ ど 退 院 時 の 完 全 母 乳 率 が 高 く 、 生 後 早

期 の 母 乳 分 泌 が そ の 後 の 分 泌 に 重 要 で あ る こ

と が 示 さ れ た 。 し か し 当 院 で の 早 産 児 の 退 院

時 完 全 母 乳 率 は ま だ 全 体 の ３ 分 の １ に 満 た な

か っ た 。 今 後 は い か に 早 産 児 の 母 親 の 母 乳 分

泌 を よ り 長 期 に 維 持 さ せ る か が 課 題 と い え

る 。 そ の た め に は カ ン ガ ル ー ケ ア や 早 期 か ら

の 直 接 授 乳 に 加 え 、 有 効 性 が 認 め ら れ て い る

電 動 搾 乳 機 を 早 期 か ら 使 う 10)12)18) な ど 母 親 の 負

担 を 減 ら し 継 続 し や す い 管 理 を 今 後 考 慮 す べ

き と 考 え る 。  

ま た 今 回 の 検 討 で は 在 胎 期 間 が 短 い ほ ど 母 乳

摂 取 率 が 高 か っ た が 、 こ れ は 未 熟 な 児 ほ ど 一

回 授 乳 量 が 少 な い た め と 考 え る 。 今 回 は 母 乳

分 泌 量 を 児 の 母 乳 摂 取 率 で 代 用 し て 検 討 し た

た め 在 胎 期 間 が 有 意 に 関 係 す る 結 果 に な っ た

と 考 え る 。 今 後 は 母 乳 分 泌 量 で の 検 討 を し て

い く 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。  

 

結 論  
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生 後 1 か 月 間 の own mother’s milk に よ る 高 い 母 乳 摂

取 率 に は 、 母 親 に よ る 母 乳 注 入 、 短 い 在 胎 期

間 が 関 係 し て い た 。 母 親 に よ る 母 乳 注 入 は 母

親 の 面 会 回 数 を 増 や し NICU 内 で の 育 児 参 加 に

効 果 的 と 考 え ら れ 、 早 期 か ら の 母 乳 分 泌 に 有

効 で あ る 。  

 

今 回 の 研 究 に あ た り 本 村 勅 子 看 護 師 を は じ め

当 院 周 産 母 子 セ ン タ ー NICU 、 産 科 ス タ ッ フ の

多 大 な る 御 協 力 に 深 謝 致 し ま す 。  
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